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行田八幡神社で節分祭豆まきが開催され、多くの人出
で賑わいました。
当日は、若葉保育園の園児による和太鼓の演奏や潮崎

ひろのさんのコンサート、忍城おもてなし甲冑隊によるパ
フォーマンスなどが行われました。そしてメーンイベント
の豆まきでは、掛け声ともに福豆などがまかれると、訪
れた人たちは、今年の福をつかみ取ろうと手を挙げてい
ました。

産業文化会館ホールで「『ぎょうだ』の魅力再発見Oratorical 
Contest 2025」が開催されました。
このコンテストは本市が取り組む「AIの活用による英語教育強
化事業」モデル校の児童・生徒たちが、まちの魅力や未来の行田
についての意見・主張を英語で伝えるスピーチコンテストです。
各学校の児童・生徒たちは忍城址や古代蓮の里などの観光ス
ポット、行田足袋や南河原スリッパなどの地元が誇る特産品の
紹介を交えながら、それぞれが考えるまちの魅力やこれからの
行田について英語で来場者に伝えました。日ごろの学習の成
果が感じられる素晴らしい発音とジェスチャーを加えたスピー
チに来場者らは真剣な表情で聞き入っていました。

長光寺で「第72回文化財防火デー消防訓練」が行われ
ました。
この訓練は法隆寺金堂の火災を契機に1月26日が「文
化財防火デー」と定められ、毎年全国各地で文化財を守る
ために行われているもの。訓練当日は地域住民や消防団
が参加して文化財の持ち出し訓練が行われ、参加者らは
火災から貴重な文化財を守るために協力しながら丁寧に
本堂から運び出していました。
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行田グリーンアリーナで第34回行田市なわとび大会が
開催され、市内の小学生50人が参加しました。
当日は個人種目のあやとび、二重とび、時間とびなど6
種目の他、親子二人とびや団体種目の長なわ1分間とび、
長なわ10人並びとびが行われました。
長なわ10人並びとびでは参加した児童らが1回でも多

く飛ぼうと、気持ちを一つにして、声を出してお互いのタイ
ミングを合わせながらジャンプしていました。

産業文化会館ホールで第41回行田市合唱祭が開催さ
れました。
男声合唱や女声合唱など、各合唱団それぞれの美しい

ハーモニーが来場者たちを魅了しました。
最後の演目では「行田市合唱連盟合唱団」による合唱が
行われ、来場者たちはその圧巻の歌声に驚くとともに、合
唱終了後には大きな拍手が沸き起こりました。
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「みらい」文化ホールで、浮城シニアクラブ主催の「いきい
き芸能発表大会」が開催されました。
各クラブから選出された活気あふれる出演者19組が、

日頃の練習の成果としてカラオケや手品を披露。歌声に合
わせて手拍子が起こる場面や、巧みな手品に驚きの声が上
がるなど、出演者と来場者が一体となって楽しみ、会場は
惜しみない拍手に包まれました。

VIVAぎょうだ学習室で、認知症サポーターステップ
アップ講座が行われました。
この講座は、認知症サポーター養成講座の受講者が、認
知症への理解をさらに深め、地域での具体的な関わり方や
支援のポイントについて学ぶもの。認知症の方への接し方
体験やサポーターとしてできる活動についての意見交換
を終えた参加者からは「地域で声を掛ける際の心構えが分
かった」「自分にもできる支援があると感じた」などの声が
聞かれました。

認知症サポーター
ステップアップ講座

いきいき芸能発表大会

文化財防火デー


